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　２月18日（土）、12時のロビー開場ととも
に、待ちわびた沢山のお客さんが入場してく
る。しかし、それを待ち受けるのは、「あ、
みんな入ってきたよ～！」と、ロビーでのん
びりお弁当を食べる出演者やご家族の面々。
ダウン症のイベントでは、よく見かけるこの
“ゆったりした始まり方”が、僕は大好きだ。
その空間に、出演者と来場者の垣根など存在
しない。「バリアフリー」はこんなところから
満ち溢れているのだと気付かされる。

　今年は第１部・第２部と内容が盛り沢山！　
アッシュモア英玲奈さんは、龍円愛梨さん通
訳のもと、多くのメッセージを届けてくれた。
「夢を追いかけていいんだと知ってもらえ　
   ました」
「どうか、本当の姿を見てください」
「心の声を、扉をあけてあげましょう！」

　彼女の言葉に耳を傾け、メモを取りながら
涙ぐむ方も多く見られた。

　第２部のダウン症のあるきょうだいを持つ
２人のトークセッションでは、「友達との会
話で家族の話題を自然と避けていた」という

堂々とした英玲奈さんのアピール（通訳は龍円愛梨さん）

   2017 年「世界ダウン症の日」
キックオフイベント 観覧記
                                            放送作家　姫路まさのり

　JDS は 2 月 18 日（土）に東京・巣鴨の大正大学で、「2017 世界ダウン症の日 キックオ
フイベント」を開催し、400 名を超える来場者で賑わいました。ロビーでは、NPO 法人アク
セプションズ、きょうだい支援の会　みんなのしあわせ・くろーばー、ダウン症のある難聴児
者のグループ「青い船」、ハンドスタンプアートプロジェクト、東京都自閉症協会などのブース
参加や、いかわあきこさんの作品展示もあり、皆様に喜んでいただきました。
　第１部は、会報 2 月号に登場した鵜

う

飼
かい

友
とも

郎
ろう

さんと田村賢太郎さんのアコーディオン演奏、厚
生労働省、文部科学省、外務省のご来賓挨拶などに続き、今年の啓発ポスターモデルの玉川明

あ

日
す

翔
か

さんが登場。米リアリティー TV 番組「Born This Way」主演の一人、アッシュモア英
え

玲
れ

奈
な

さんの本人発表、JDS アピールの採択も行いました。また、日本でのバディウォーク開催が
5 周年を迎えた NPO 法人アクセプションズへ JDS から感謝状をお贈りしました。第 2 部は
ダウン症のあるきょうだいをもつ齊藤由里さん・鵜澤大地さんと玉井邦夫代表理事のトークセッ
ション ( 大好評のため後日、会報に詳細を掲載 )、SUPLIFE 美保さん、ハルカ ハミングバー
ドさん、MIMO さん 3 人のスペシャルコンサートと、多彩な内容でした。以下、放送作家で『ダ
ウン症って不幸ですか？』の著者、姫路まさのりさんがレポートしてくださいました。
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言葉も聞かれた。だが同時に、「大人になれ
ばわかる。親御さんも自分を責めないでほし
い」とも話してくれた。
　以前、知的障害のある姉を持つ料理人の方
を取材した際、このようなことを仰ってい
た。「両親も、しんどい思いもしたし、次に
子どもを産むのは勇気がいったと思う。だか
らこそ、自分を生んでくれたことに感謝して
いる」。どんな環境でも、どんな障害を抱え
ても、親の愛情はきっと心に届いているのだ
と、僕は信じている。

　何より今回、フジテレビの笠井信輔アナウ
ンサーとタッグを組んだ、あべけん太さんの
司会進行に、「らしさ」を感じた。
　来賓である厚生労働省の方の紹介で役職名
に詰まり、「いやぁ、長いね！」と平気で
言ってのける。来賓紹介で爆笑が起きるイベ
ントなど、他にはないだろう。
　「オッケー！」「サンキュー！」と英玲奈さ
んとすぐに打ち解け肩を組むあべけん太さん。
　SUPLIFE美保さん、ハルカ ハミングバー
ドさん、MIMOさんの歌を聞き「亡くなった
母を思いだして…」と涙ぐむあべけん太さん。
　「みんな、笑顔でいてほしい！」と全力で
叫ぶあべけん太さん。
　締めの挨拶を求められても、「あの…最後
に、恋ダンスを踊りたいです！」と、終わら

せる気なんてさらさらないあべけん太さん。
　屈託のなさ、素直さ、人との距離感…その
全てに笑顔が溢れる。
　当然、初の司会者チャレンジとしてはまだ
まだ学ぶべき部分はあるが、それ以上に、こ
れほど人間味に溢れた司会ぶりを見たことが
ない。多くを「できる」「できない」で判断し
がちな世の中だが、そのもっと奥に、人間と
して大切な本質があるのではないだろうか？

　やがて、それぞれが帰路につき、「当たり
前の日常」へと戻っていく。
　今年のＪＤＳからのアピールは、「マイ・
ボイス　マイ・コミュニティー」。
　「私たちはみんなと幸せにくらしたいで
す」という願いが、それぞれの地域でこだま
することを強く願っている。

最後は歌姫三人によるスペシャルコンサート。左からハル
カ   ハミングバードさん、SUPLIFE 美保さん、MIMOさん

アピール「マイ・ボイス  マイ・コミュニティー」を大勢で発表

姫路まさのり 著

『ダウン症って
  不幸ですか？』
  宝島社（2015 年）
  1,300 円＋税

★ 2 0 1 4年、A B C ラ
ジオの番組「ダウン
症 は 不 幸 で す か？」
で、日本民間放送連
盟賞 ラジオ報道番組部門 最優秀賞を受賞

● キックオフイベントの様子は「世界ダウン症の日公式サイト」でご覧いただけます。
　 http://www.jdss.or.jp/321/index.html　JDS の HP トップからも入れます。


